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患者からの謹話相談に応じる荒川さん（東
京都町田市の「目とIhの健康相談室」）

見る行為、脳と密接な関係
子どもの心因性視覚障害に大人が気づくポイント

①恵に黒板や教科書の字が見えないと訴える �　、 年ir∴r l �5，00 �－ 　● きき1 －でiL′jl 

②メカネをかけても見えないと言う． ��．〇〇〇 〇〇〇 

（籍矯藷悲擢騒笑い） �o ヽ �〇〇〇． ○“〇 〇cc 00∴∴∴〇 〇〇 

③まはたきが増える　　　　・〃 
タ 

④まぶしさを訴える 
● I、」 

⑤①∴④が新学期や新規の習い事など 
．環境の変化を契機に生じた 　　　　　　　i 

（井上眼科病院の若倉雅登名誉院長の話を蔓に作成） 

心因性、子・どもに多く
「1学級に1人」分析も

医療o健康面の記事やコラムに関するご意見、情報を募集しています。ファクス（03 ’か電子メール（iryou＠nex．nikkei．co．jp）でお寄せください。 �・6256 �02770） 
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ス
ト
レ
ス
な
ど
心
理
的
要
因
で
視
力
が
落
ち
た
り
目
に
痛
み
を
感
じ
た
り
す
る
心
因
性
尭
器
質
的
）
視
覚
障
害
が
小
児
を
中
心
に

増
え
て
い
る
。
眼
科
医
ら
が
治
癒
法
を
研
究
す
る
会
を
立
ち
上
げ
た
膚
か
、
「
心
願
眼
科
」
と
銘
打
っ
た
専
門
外
来
や
相
談
窓
口
も
登

場
。
「
目
の
心
身
症
」
へ
の
対
応
が
進
み
つ
つ
奉
る
。

牒
「
心
療
眼
科
」
ヰ
患
者
の
悩
み
聞
き
治
療

「
多
く
の
眼
科
医
は
見
る
と

い
う
行
為
に
脳
の
機
能
が
関
わ

っ
て
い
る
こ
と
を
軽
視
し
て
き

た
。
や
っ
と
心
願
眼
科
匿
が
患

者
の
訴
え
に
耳
を
慣
け
心
の
ケ

ア
に
当
た
る
よ
う
に
な
っ
た
」

と
井
上
眼
科
病
院
（
東
京
・
千

代
田
）
の
若
倉
雅
登
名
誉
院
長

は
話
す
。

痛
み
や
視
力
低
下

目
は
人
の
体
の
中
で
最
も
精

緻
な
感
覚
器
の
一
つ
で
、
目
と

脳
の
共
同
作
業
で
視
覚
を
つ
か

さ
ど
る
。
そ
の
た
め
目
の
機
能

に
は
異
常
が
な
く
て
も
心
理
的

影
響
で
様
々
な
症
状
を
引
き
起

こ
す
こ
と
が
あ
る
。
心
因
性
視

覚
障
害
と
呼
ば
れ
、
視
力
の
低

下
、
視
野
の
狭
窄
（
き
ょ
う
さ

く
）
、
目
の
痛
み
、
ま
ぶ
し
さ

な
ど
の
ほ
か
、
か
す
む
、
ぼ
や

け
る
、
ち
か
ち
か
す
る
、
ま
ぶ

た
が
ぴ
く
ぴ
く
す
る
な
ど
違
和

感
の
訴
え
は
実
に
多
様
だ
。
・

診
断
は
視
力
や
眼
球
運
動
、
・

視
野
、
色
覚
な
ど
通
常
の
眼
科

検
査
を
通
じ
て
、
眼
球
や
網
膜

な
ど
に
異
常
が
な
い
か
を
確
か

め
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
脳
腫

瘍
を
疑
う
ケ
ー
ス
で
は
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
断
層
撮
影
装
置
（
C

T
）
や
磁
気
共
鳴
画
像
装
置
（
M

R
I
）
検
査
を
す
る
こ
と
も
あ

る
。
様
々
な
検
査
で
目
や
脳
に

病
変
な
ど
の
可
能
性
が
な
い
こ

と
を
確
認
し
て
は
じ
め
て
一
症

状
の
遠
因
と
な
る
心
理
的
側
面

を
探
っ
て
い
く
の
が
一
般
的

だ。
都
内
の
主
婦
、
川
村
定
子
さ

ん
．
（
4
0
、
仮
名
）
は
5
年
前
に

心
因
性
視
覚
惜
富
を
発
症
し

た
。
両
眼
の
視
力
が
低
下
し
視

野
も
狭
ま
り
、
石
目
は
白
内
障

で
ほ
と
ん
ど
見
え
な
い
状
態
に

な
っ
た
。
持
病
の
糖
尿
病
も
悪

・
化
し
、
う
つ
病
と
な
り
、
一
時

は
生
き
る
意
欲
も
失
い
か
け

た。
眼
科
だ
け
で
な
く
精
神
科

や
、
内
科
な
ど
が
連
携
し
て
ケ

ア
に
当
た
っ
た
こ
と
で
、
徐
々

に
心
が
前
向
き
に
な
り
、
石
目

の
白
内
障
手
術
を
希
望
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
術
後
、
眼
帯
を

外
し
た
と
こ
ろ
、
明
る
い
光
が
．

入
っ
て
き
た
喜
び
で
左
目
も
一

気
に
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

治
療
に
当
た
っ
た
杏
林
大
病

院
（
東
京
都
三
鷹
市
）
眼
科
の

気
賛
沢
一
輝
医
師
は
「
視
覚
障

害
の
真
の
原
因
は
心
に
あ
っ
た

・
の
で
石
目
の
手
術
で
生
き
る

意
欲
を
取
り
戻
し
た
こ
と
で
劇

的
に
改
著
し
た
の
だ
う
ー
っ
」
と

語る。患
者
、
家
族
か
ら
の
悩
み
相

談
に
応
じ
る
の
は
東
京
都
町
田
．

市
の
N
P
O
法
人
「
目
と
心
の

健
康
相
談
室
」
だ
。
心
因
性
視

覚
障
害
の
治
癒
に
は
、
・
十
分
な

時
間
を
と
っ
て
患
者
の
話
を
届

く
必
要
が
あ
る
が
、
多
く
の
患

者
が
訪
れ
る
通
常
の
眼
科
診
療

の
現
場
で
は
難
し
い
。
そ
こ
で

眼
科
医
と
眼
科
勤
務
歴
の
長
い

看
護
師
ち
が
”
2
0
L
5
年
に
同

法
人
を
開
設
し
た
。

各
地
淀
専
門
外
来

週
4
日
、
寓
話
相
談
を
中
心

に
対
応
す
る
。
「
1
カ
月
の
相

談
は
約
0
0
件
。
6
割
が
女
性
で
、

的
～
7
0
代
が
半
分
近
い
。
主
治

医
に
は
言
え
な
い
悩
み
を
吐
き

出
し
て
気
が
楽
淀
な
っ
た
と
い

う
人
が
多
い
十
と
荒
川
和
子
理
．

事
長
（
6
6
）
は
話
す
。
・

目
の
病
変
の
治
操
に
特
化
し

が
ち
だ
っ
た
従
来
の
眼
科
医
療

で
は
、
心
因
性
視
覚
障
害
は
見

過
「
」
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

そ
こ
で
若
倉
、
気
賀
沢
両
医
師

を
中
心
に
0
7
年
に
日
本
心
願
眼

科
研
究
会
が
発
足
さ
れ
た
。

同
研
究
会
で
は
毎
年
7
0
～
1

5
0
人
の
恨
科
医
ら
が
参
加
し

て
心
因
性
視
覚
障
害
な
ど
心
が

関
わ
る
目
の
疾
患
の
治
療
法
の

研
究
を
重
ね
て
い
る
。
現
在
は
、

大
学
病
院
な
ど
大
病
院
の
眼
科

の
多
く
が
こ
う
し
た
治
癒
に
対

応
し
て
お
り
、
近
年
は
患
者
の

増
加
を
背
景
に
各
地
で
心
猿
眼

科
の
専
門
外
来
を
設
け
る
動
き

も
あ
る
。
神
経
眼
科
で
診
癒
し

て
い
る
医
療
機
関
も
あ
る
。

こ
う
し
た
治
療
に
詳
し
い
医

師
や
医
療
機
関
は
日
本
心
頭
眼

科
研
究
会
（
h
t
t
p
ミ
w
w
w
．

e
y
e
十
C
害
青
学
O
r
g
ミ
p
O
S
S

や
日
本
神
経
眼
科
学
会
（
h
〓

p
ミ
尋
W
W
．
S
h
i
n
k
の
i
g
a
n
k
a

”
0
号
S
な
ど
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
「
目
と
心
の
健
康
相
談

室
十
は
㊥
0
．
4
2
・
．
7
1
9
∴

6
2
．
3
5
（
月
。
水
・
木
・
金

曜
の
午
前
9
～
午
後
5
時
）

（
編
集
委
員
　
木
村
彰
）

心
因
性
視
覚
障
害
は
8
～
1
2

歳
の
子
ど
も
に
目
立
ち
、
女
子

は
男
子
の
3
～
4
倍
多
い
。
女

子
は
8
～
H
歳
に
、
男
子
で
は

8
～
璃
歳
に
発
症
の
ピ
ー
ク
が

あ
る
。
本
人
が
気
づ
か
す
、
学

校
の
定
期
健
康
診
断
で
見
つ
か

る
こ
と
も
多
い
。

原
因
の
過
半
数
は
ス
ト
レ
ス

が
関
係
し
て
い
る
と
さ
れ
、
何

ら
か
の
ス
ト
レ
ス
が
目
の
症
状

と
し
て
表
れ
る
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
原
因
は
家
庭
関
係
で
は

肉
親
の
死
や
両
親
の
不
仲
、
離

婚
、
親
の
過
干
渉
な
ど
が
多
く
、

学
校
関
係
で
は
入
学
や
転
校
、

友
人
と
の
い
さ
か
い
な
ど
が
隠

れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

浜
松
医
大
病
院
眼
科
の
佐
藤

美
保
医
師
は
「
伸
の
良
い
友
人

が
メ
ガ
ネ
を
が
け
始
め
た
か
ら

自
分
も
か
け
た
い
、
と
い
う
思

い
や
親
を
独
占
し
て
医
療
機
関

に
行
き
た
い
な
ど
の
気
持
ち
が

働
い
て
い
る
場
合
も
あ
る
」
と

・
説
明
。
子
ど
も
の
微
妙
な
心
理

の
理
解
が
必
要
と
強
調
す
る
。

「
1
0
年
ほ
ど
前
か
ら
外
来
を

訪
れ
る
小
児
の
間
で
目
立
つ
よ

う
に
な
っ
た
。
子
ど
も
の
約
3
．

％
に
症
状
が
あ
る
と
も
推
計
き

れ
、
都
会
の
学
校
で
は
1
学
級

に
1
人
の
割
合
で
い
る
と
み
ら

れ
る
」
と
井
上
眼
科
病
院
の
若

倉
雅
登
医
師
は
分
析
す
る
。
心

身
の
成
長
に
よ
り
約
6
割
が
半

年
以
内
に
、
約
8
割
は
1
年
以

内
に
改
善
す
る
が
、
治
ら
な
か

っ
た
り
症
状
を
繰
り
返
し
た
り

す
る
ケ
ー
ス
も
約
2
割
あ
る
。

若
倉
医
師
は
大
人
が
子
供
の

異
変
に
気
づ
く
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
「
急
に
黒
板
や
教
科
書
の
字

が
見
に
く
く
な
っ
た
と
訴
え

る
」
　
「
ま
ぶ
し
さ
を
訴
え
た
り
・

目
を
細
め
た
り
す
る
」
こ
と
な
‥

と
を
挙
げ
る
。
「
発
達
の
過
程

で
起
き
る
つ
ま
ず
き
の
一
つ
と

し
て
お
お
ら
か
に
捉
え
、
過
度

に
心
配
し
て
本
人
を
追
い
詰
め

な
い
こ
と
が
大
切
だ
」
と
ア
ド

バ
イ
ス
し
て
い
る
。

害
、
聴
覚
障
害
な
ど
の
タ
イ
プ
が
あ

て
支
援
者
の
方
々
に
支
え
て
‖
ヒ
替

」
－
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